
問

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

再
拡
大
で
、
医
療
機
関
や

介
護
施
設
の
状
況
は
ど
う

か
。今

冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
の
同
時
流
行
も
懸
念

さ
れ
、
厚
労
省
は
コ
ロ
ナ

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ

ク
チ
ン
同
時
接
種
を
推
奨

し
て
い
る
が
、
不
安
の
声

も
聞
か
れ
る
。

同
時
流
行
に
備
え
た
対

策
や
、
市
民
へ
の
周
知
は

ど
う
か
。

市
長

小
児
の
感
染
者
数

が
多
く
、
小
児
科
で
の
受

診
検
査
が
増
加
し
て
い

る
。介

護
施
設
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
も
多
数
発
生
し
、
重

症
化
リ
ス
ク
の
あ
る
高
齢

者
が
感
染
し
、
病
院
の
病

床
使
用
率
が
高
ま
っ
て
い

る
。医

療
従
事
者
が
感
染
や

濃
厚
接
触
者
と
な
り
、
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
が
強
く
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

発
熱
や
咳
な
ど
の
軽
い

症
状
の
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
医
や
県
の
受
診
相
談

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
問
い

合
わ
せ
す
る
よ
う
市
民
へ

周
知
し
て
い
く
。

同
時
流
行
時
は
、
県
や

県
医
師
会
に
お
い
て
、
診

療
時
間
の
延
長
や
、
発
熱

外
来
の
拡
充
な
ど
の
調
整

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

国
は
年
内
の
ワ
ク
チ
ン

同
時
接
種
と
、
検
査
キ
ッ

ト
や
解
熱
剤
を
準
備
す
る

こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。

市
で
は
、
鶴
岡
地
区
医

師
会
等
と
緊
密
な
連
携
を

図
り
、
市
民
へ
の
周
知
と

啓
発
に
努
め
て
い
く
。

問

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対

応
し
た
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

率
は
年
代
別
で
ど
う
か
。

ま
た
、
副
反
応
や
後
遺
症

の
報
告
は
ど
う
か

市
長

月

日
現
在
、

11

28

代
か
ら

代
で

・
５

10

20

17

％
、

代
か
ら

代
が

30

40

21

・
７
％
、

代
か
ら

代

50

60

が

・
４
％
、

代
以
上

32

70

が

・
７
％
で
あ
る
。

27副
反
応
の
報
告
は
、
６

月
議
会
で

歳
以
上
の
接

18

種
で

件
と
答
え
た
が
、

14

そ
の
後
、
国
へ
副
反
応
疑

い
の
報
告
が
あ
っ
た
の
は

２
件
で
、
後
遺
症
の
報
告

は
な
い
。
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月
に
導
入
を
計
画
し
て
い
る
イ
ン
ボ

10イ
ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）

に
つ
い
て
、
県
が
政
府
に
、
実
施
中
止

を
求
め
る
事
、
小
規
模
事
業
者
の
実
態

を
調
査
す
る
事
、
等
を
求
め
る
も
の
で

し
た
。
出
席
し
た
担
当
者
は
、
県
内
各

地
の
民
主
商
工
会
の
代
表
ら
が
語
る
業

者
の
深
刻
な
実
態
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

ま
し
た
。

△

日
（
土
）
、
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー

3
総
会
で
来
賓
挨
拶
。
厳
し
い
農
業
情
勢

の
中
で
奮
闘
す
る
同
セ
ン
タ
ー
の
更
な

る
発
展
へ
の
心
か
ら
の
期
待
を
述
べ
ま

し
た
。

（
県
議

関

徹
）

△

先

月

日

26

（
土
）、
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
青

木
理
氏
の
対
談

を
聴
講
、
最
後

に
機
会
を
得
て

質
問
し
ま
し
た
。
回
答
の
中
で
語
ら
れ

た
「
つ
ら
い
立
場
に
あ
る
人
た
ち
を
い

つ
か
笑
顔
に
し
た
い
と
思
っ
て
仕
事
を

し
て
い
る
」
と
い
う
暖
か
い
言
葉
に
感

銘
、
私
も
そ
う
在
ら
ね
ば
と
胸
に
刻
み

ま
し
た
。

△

日
（
月
）
、
山
形
県
商
工
団
体
連

28
合
会
の
県
要
請
に
同
席
。
政
府
が
来
年

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
が

月

日
開
会
さ
れ
、

12

11

29

日
本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
長
谷
川
剛
議
員
が
、

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
②
原
油
価
格

・
物
価
高
騰
対
策
、
③
第
２
次
鶴
岡
市
総
合
計
画
、
④

鶴
岡
市
個
人
情
報
保
護
法
施
行
条
例
に
つ
い
て
、
総
括

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
と
副
反
応
は

み
と
実
績
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
。

紙
版
商
品
券
と
電
子
版

の
比
率
、
取
扱
店
舗
数
と

利
用
業
種
、
利
用
者
の
性

別
や
年
代
、
二
次
募
集
の

市
外
利
用
者
数
と
割
合
は

ど
う
か
。

問

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
消
費
喚

起
対
策
事
業
」
（
つ
る
お

か
ペ
イ
）
に
つ
い
て
の
結

果
と
評
価
、
当
初
の
見
込

市
長

月

日
現
在
、

11

20

ア
プ
リ
版

万
８
０
０
０

12

セ
ッ
ト
、
紙
版
３
万
８
６

２
６
セ
ッ
ト
が
申
込
・
購

入
済
で
、
比
率
は
ア
プ
リ

版

％
、
紙
版

％
で
あ

77

23

る
。取

扱
店
舗
数
は
８
８
４

店
舗
で
あ
る
。

利
用
店
舗
の
業
種
は
、

ア
プ
リ
版
の
み
で
ス
ー
パ

ー
や
飲
食
料
品
店
な
ど
の

卸
・
小
売
業

・
４
％
、

62

飲
食
店
や
旅
館
な
ど
の
宿

泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

・
８
％
、
理
容
・
美
容

17や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・

娯
楽
業
４
・
７
％
で
あ

る
。女

性
が
約

％
、
男
性

66

が
約

％
で
、
年
代
は

34

50

代

％
、
次
い
で

代

28

40

23

％
、

代

％
、

代
以

60

21

70

上
が
８
％
と
な
っ
て
い

る
。市

外
利
用
者
は
約
２
１

０
０
人
で
、
ア
プ
リ
版
に

占
め
る
割
合
は
約

％
で

11

あ
る
。

一
定
の
成
果
は
あ
っ
た

が
、
課
題
や
シ
ス
テ
ム
通

信
障
害
な
ど
検
証
す
る
。

つ
る
お
か
ペ
イ
の
結
果
と
評
価
は

園
芸
農
家
へ
の
支
援
策
は

問

こ
れ
ま
で
一
定
の
農

業
支
援
は
行
わ
れ
た
も
の

の
、
そ
れ
を
上
回
る
物
価

高
騰
が
続
い
て
い
る
。

冬
季
間
に
燃
油
高
騰
の

影
響
を
受
け
る
「
花
き
」

な
ど
、
加
温
栽
培
を
行
う

園
芸
農
家
に
対
し
て
、
燃

油
代
や
電
気
料
等
の
支
援

は
考
え
て
い
な
い
か
。

市
長

燃
油
を
使
用
し
て

花
き
等
の
加
温
栽
培
を
行

う
農
家
は
、
両
Ｊ
Ａ
管
内

で
約

人
い
る
。

90
花
き
は
、
昨
年
よ
り
１

割
程
度
高
い
販
売
単
価
で

推
移
し
て
お
り
、
燃
油
価

格
高
騰
が
生
産
意
欲
の
減

退
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う

に
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）



問

第
２
次
鶴
岡
市
総
合

計
画
は
、
策
定
か
ら
３
年

が
経
過
し
、
前
期
基
本
計

画
の
課
題
と
後
期
計
画
策

定
の
進
め
方
は
ど
う
か
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物

価
高
騰
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情

勢
な
ど
、
計
画
策
定
時
と

社
会
情
勢
も
大
き
く
変
化

し
て
い
る
。

少
子
化
と
人
口
減
少
が

急
速
に
進
み
、
若
者
の
所

得
向
上
や
女
性
の
雇
用
の

場
の
拡
大
、
子
育
て
支
援

策
の
抜
本
的
強
化
な
ど
、

後
期
計
画
に
ど
う
つ
な
げ

る
の
か
。

市
長

基
本
計
画
の
成
果

指
標
の
進
捗
状
況
や
、
コ

ロ
ナ
の
影
響
な
ど
、
詳
細

に
分
析
し
た
上
で
、
現
状

に
即
し
た
施
策
を
後
期
計

画
に
反
映
さ
せ
る
。

少
子
化
と
人
口
減
少
へ

の
対
応
が
鍵
で
あ
り
、
若

者
・
子
育
て
世
代
か
ら
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
だ
。

若
者
の
所
得
向
上
や
、

女
性
の
雇
用
の
場
の
拡
大

か
ら
も
、
企
業
の
成
長
力

強
化
に
対
す
る
支
援
と
操

業
環
境
の
整
備
、
地
域
に

根
ざ
し
た
産
業
の
振
興
を

進
め
、
魅
力
的
で
多
様
な

雇
用
の
場
の
創
出
に
取
り

組
む
。

後
期
計
画
の
策
定
に

は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
市
民
参
画
の
場
を
設

け
、
多
様
な
意
見
を
把
握

し
、
施
策
や
事
業
に
反
映

さ
せ
る
。

建築課入札結果（ ）内は予定価格
12月1日入札分

・市営東部住宅2号棟103号室バリアフリー改修工事
中止

・令和４年度鶴岡市駅前再開発ビル駐車場消防設備更
新工事（末広町3番）（入札7業者）
山形ニッタン(株)庄内支社 3,200,000円（3,870,000円）

工期～5/3/24（落札率82.69％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月2日入札分

・市農業集落排水事業 田川地区処理施設改修工事(機
械設備工事)（田川地内）（入札7業者うち3業者辞退）
日栄産業(株) 27,800,000円（28,380,000円）

工期～5/3/31（落札率97.96％）
・市農業集落排水事業 田川地区処理施設改修工事(電
気設備工事)（田川地内）（入札12業者）
大同電気(株) 20,450,000円（21,150,000円）

工期～5/3/31（落札率96.69％）

ィ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
」
な
ど

支
援
策
が
あ
り
、
申
請
の

拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

鶴
岡
民
商
婦
人
部
（
石

川
豊
子
部
長
）
第

回
総

53

会
が
３
日
、
民
商
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
決
議
案
で
は
、
多

彩
な
要
求
運
動
と
地
位
向

上
の
運
動
を
前
進
さ
せ
る

と
し
て
、

１
，
消
費
税
率
５
％
へ
の

引
下
げ
と
、
複
数
税
率
・

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
即
時

廃
止
、

２
，
国
保
・
年
金
等
社
会

保
障
を
守
る
、

３
，
業
者
婦
人
の
地
位
向

上
運
動
の
前
進
、

４
，
子
ど
も
達
が
健
や
か

に
育
つ
ま
ち
づ
く
り
と
民

主
的
教
育
、

を
掲
げ
、
積
み
重
ね
て

き
た
婦
人
部
の
運
動
を
継

承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、

切
実
な
要
求
の
実
現
を
目

指
し
力
を
合
わ
せ
る
こ
と

を
採
択
し
ま
し
た
。

新
役
員
が
承
認
さ
れ
、

特
別
決
議
「
さ
ら
に
力
合

わ
せ
て
、
消
費
税
減
税
実

現
、
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
で

地
域
経
済
を
ま
も
ろ
う
」

を
採
択
し
ま
し
た
。

関
徹
県
議
が
あ
い
さ
つ

し
、
坂
本
昌
栄
議
員
が
部

員
と
し
て
出
席
し
ま
し

た
。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

電
気
料
に
対
す
る
支
援

は
な
い
が
、
燃
油
代
は
国

の
「
施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ

若
者
の
所
得
向
上
・
子
育
て
支
援
策
は

問

昨
年
５
月
に
国
会
で

成
立
し
た
デ
ジ
タ
ル
関
連

法
の
う
ち
、
個
人
情
報
保

護
法
が
改
定
さ
れ
た
。

自
治
体
の
個
人
情
報
保

護
条
例
が
「
デ
ー
タ
流
通

の
支
障
」
と
な
る
と
し
て
、

改
定
さ
れ
た
法
の
全
国
的

な
共
通
ル
ー
ル
の
も
と
に

一
元
化
と
な
っ
た
。

自
治
体
が
築
い
て
き
た

優
れ
た
到
達
点
が
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
る
。

市
の
個
人
情
報
保
護
条

例
で
は
、
個
人
情
報
の
収

集
は
本
人
か
ら
直
接
収
集

す
る
な
ど
の
収
集
の
制

限
、
目
的
外
利
用
や
外
部

利
用
の
制
限
、
オ
ン
ラ
イ

ン
結
合
の
制
限
な
ど
の
原

則
が
定
め
ら
れ
、
例
外
と

今
年
１
月
に
設
置
さ
れ

た
鶴
岡
市
議
会
百
条
調
査

特
別
委
員
会
（
佐
藤
博
幸

委
員
長
）
は

月
１
日
、

12

第
２
回
か
ら
第

回
ま
で

15

の
協
議
の
会
議
録
を
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市
議
会
情

報
）
上
で
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
か
ら
「
何

を
や
っ
て
い
る
の
か
解
ら

な
い
」
「
い
つ
ま
で
や
っ

て
い
る
の
か
」
と
疑
問
の

声
が
議
会
に
寄
せ
ら
れ
、

会
議
録
公
開
に
つ
い
て
、

第

回
の
委
員
会
以
降
協

14
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

市
民
か
ら
は
ウ
ェ
ブ
上

で
の
公
開
・
閲
覧
を
求
め

る
意
見
書
が
、
９
月
下
旬

に
議
長
宛
に
提
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

月

日
の
議
会
運
営

11

17

委
員
会
（
菅
井
巌
委
員
長
）

に
お
い
て
、
議
長
見
解
も

示
さ
れ
、
委
員
会
の
判
断

に
委
ね
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
準
備
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

す
る
事
例
は
、
個
人
情
報

保
護
運
営
審
議
会
の
意
見

を
聴
く
こ
と
な
ど
を
定
め

て
い
る
。

条
例
リ
セ
ッ
ト
の
最
大

の
目
的
は
、
匿
名
加
工
情

報
制
度
（
オ
ー
プ
ン
デ
ー

タ
化
）
と
オ
ン
ラ
イ
ン
結

合
を
自
治
体
に
行
わ
せ
る

こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。

改
正
さ
れ
る
内
容
は
何

か
、
こ
れ
ま
で
の
到
達
点

を
ど
う
引
き
継
ぐ
の
か
、

審
議
会
の
位
置
づ
け
は
ど

う
か
。

市
長

今
般
の
個
人
情
報

保
護
法
の
改
正
で
は
、
国

を
含
め
た
各
行
政
機
関
の

個
人
情
報
に
関
す
る
事
務

・
事
業
や
権
利
保
護
に
つ

い
て
、
統
一
的
な
基
準
を

設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

そ
れ
を
受
け
、
本
市
で

は
、
従
前
の
個
人
情
報
保

護
条
例
や
関
連
す
る
情
報

公
開
条
例
と
の
整
合
を
図

り
、
法
が
許
容
す
る
範
囲

内
で
、
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

１
点
目
は
、
開
示
請
求

に
当
た
り
公
務
員
の
氏
名

を
原
則
開
示
す
る
も
の
、

２
点
目
は
、
開
示
決
定

の
期
限
は
従
前
ど
お
り
の

期
限
（

日
）
と
し
、
法

15

が
定
め
る
期
限
（

日
）

30

よ
り
も
短
く
す
る
も
の
、

３
点
目
は
、
手
数
料
を

無
料
と
し
た
上
で
、
写
し

の
交
付
に
つ
い
て
実
費
を

徴
収
す
る
も
の
。

審
議
会
の
設
置
は
従

前
、
例
外
的
な
個
人
情
報

の
取
得
や
利
用
・
提
供
な

ど
を
行
う
場
合
は
、
当
該

審
議
会
に
図
る
必
要
が
あ

っ
た
。

定
型
的
な
案
件
に
つ
い

て
は
、
国
の
個
人
情
報
保

護
委
員
会
が
そ
の
解
釈
を

示
す
こ
と
と
な
り
、
各
自

治
体
が
独
自
に
判
断
す
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
こ
と
か
ら
審
議
会
は

設
け
な
い
こ
と
と
す
る
。

今
後
の
個
人
情
報
の
保
護
は


